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質問 

分別管理方式イの方法で管理組合の財産を管理する場合、先払いで収納口座に振込ま

れた修繕積立金等も翌月末までに保管口座へ移し換えなければならないですか。 

 

（相談概要） 

新築マンションにおいて、販売住戸の修繕積立金等については、事業者より買い主への引き渡しまで

の期間分（例えば３か月分）、収納口座に先払いで振込まれましたが、翌月末までに保管口座へ移し

換えなければならないでしょうか。また、保管口座へ移し換えたために、翌月以降に収納口座からの支

払いができなくなってしまう場合、当月の残額を保管口座に移換せずに翌月分に充当してもよいです

か。 
 

  回答 

 

修繕積立金等は先払いされたものであることから、厳密にはマンション管理適正化法施行規

則第87条第2項第一号に記載のある「その月分として徴収された」ものにはあたらない。しかし

ながら、平成21年5月のマンション管理適正化法施行規則一部改正の趣旨が、管理業者によ

る管理組合財産の毀損事故を防止する対策として、収納口座に長期間に亘り多額の財産が

ある状態を避けるための安全措置であることからすると、先払いであって「その月分」ではない

修繕積立金等であったとしても、収納口座にある残額は翌月末までに保管口座に移し換える

必要があります。 

よって、収納口座の残額が不足した場合は、管理組合に事情を説明し保管口座から支払うこ

ととなります。 

なお、このような手続きは管理業者としては事務手続き上も煩雑になることから、事業主に対

して、今後の売買契約済み住戸分の修繕積立金等は管理規約に基づいて毎月の振込とし

てもらうよう交渉することも考えられます。 

【参考事例】 

 法令関係 → マンション適正化法に関する事項 → 適正化法 76 条（分別管理） 

イの方法で管理組合の財産を管理する場合、当月の管理費用の残額を保管口座へ移換せず、翌月

の管理費用の不足分に充当してもよいですか。(Ｑ0053)  

 

翌月に徴収される管理費用だけでは管理事務に要する費用に不足することが明らかな場合、当月

の残額を保管口座に移換せずに翌月分に充当してもよいですか。(Ｑ0233) 
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